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本研究は，若年層教員を対象にした若年研修会へのマネジメントを通して，若年層教員の実践

的指導力と自己成長能力の育成を目指す人材育成の在り方を解明することを目的とした。校内研

修や基本研修では学べなかった，個人課題に対応した研修を校内で実践的に行うために，若年研

修会の組織化，モデリングの４つの過程を取り入れた個人課題解決のマネジメント(研究Ⅰ)，研

究Ⅰのタイプ分けした特性をもとに，若年リーダーの個別マネジメントを行った(研究Ⅱ)。その

結果，授業実践力や自己成長感の向上において一定の成果が見られ，モデリングの 4 つの過程を

取り入れたマネジメントの効果を明らかにした。 
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１ 主題設定の理由 

(1)社会の要請から 

平成27年12月の中央教育審議会答申では，これ

からの学校教育を担う教員の資質能力の向上につ

いて，近年の教員の大量退職，大量採用の影響等

により，教員の経験年数の均衡が崩れ始め，かつ

てのように先輩教員から若手教員への知識や技能

の伝承をうまく図ることのできない状況にあるた

め，継続的な研修を充実させていくための環境整

備を図るなど，若年人材育成の早急な対策の必要

性を述べている。また，そのためには，教員のキ

ャリアステージに応じて，専門性を高め，一人ひ

とりの教員としての資質能力を身に付ける研修等

の構築を行わなければならないとしている。 

これを受け，宗像区小学校長会では「宗像区小

学校教員のキャリアステージにおける人材育成指

標」(2018)(以下「宗像区人材育成指標」とする)

を策定し，人材育成に取り組み始めている。 

このように，新しい時代に合わせた教員の資質

能力の向上のために，若年教員を対象に，自分の

役割を自覚し進んで学び働く実践的指導力と，こ

れから先も自身で課題解決して学び続ける教師で

あるための，自己成長能力を育成するための研究

を行うことは意義がある。 

(2)在籍校の実態から 

在籍校は，児童数 500名弱，教員数 29 名,各学

年２～３クラスの中規模校である。児童の学力は

全国平均以上で，落ち着いている学校である。近

年８年連続で新規採用者が入り，経験年数５年未

満の教員の占める割合が 50％と増加しており，若

年層教員に求められる実践的指導力の早期化と併

せて次世代のミドルリーダー(主任層)育成が課題

となっている。   

この課題に応じるため，研究者は校長と協議し，

昨年度(2019 年)は若年研修会(けやき研修会)を

勤務時間内に設定して実践を進めた。今年度(2020

年)は，「キャリア別研修」として，校内研修の一

つに位置づけた。また，これまでは全体やグルー

プの共通課題について取り上げてきたが，今年度

は経験年数の違いが大きいことから，個人課題に

対応した研修となるように設定した。 

２ 研究主題・副題の意味 

(1)｢若年層の人材育成」とは 

本研究における「若年層」とは，「宗像区人材育

「もう一回やりたい」

「楽しいお楽しみ会が出来て良かったです。」

「絆が深まったと思います」

どの集会においても全員が肯定的な回答をして

いた。集会は子どもたちにとって楽しかったこと

が分かる。

イ 担任・担任外による観察から

どの学級も落ち着いた学校生活をおくること

ができていることが以下の報告から分かる。（表

６）

２年生 ・学級全体の落ち着き

・喧嘩やトラブルの減少
・学習意欲の向上
・子供が毎日学校が楽しいといって安心して

いる（保護者の話）

３年生 ・授業規律の向上
・静かに話を聞く態度

・子供の関係改善

５年生 ・学級全体の落ち着き

・喧嘩やトラブルの減少
・みんなで遊ぶことが増えた
・学習意欲の向上

・喧嘩もなく安心している（保護者の話）

５ 総合考察

予備研究，研究Ⅰ，Ⅱの実践に取り組んできた

結果，どの学級でも昨年度起こった「荒れ」の状

況は見られない。生徒指導上の諸課題に関する実

態調査（月例報告）では，児童間トラブルが原因

で不登校状態になっていた子供達が，令和２年度

以降全員登校ができるようになっている。給食残

食率も大きく減少した。（図１）このような結果に

なったのは，「子供に任せる活動」である学活

の話合い活動と学級集会活動の取組を通して，「楽

しい活動をしたい」と思っていた児童の要求が満

たされたことや，子供達が計画委員会の役割を担

ったり，学級会で決まったことの実践に向けて役

割を分担したりして積極的に活動する児童を担任

がほめたことで，担任に反発していた児童と担任

との関係が改善し，教師の指導を聞くようになっ

たと考える。このことは，宮坂（ ）が「子供

達が人間らしく生きたいという願い（要求）を教

師が受け入れることが教師に対する安心感と信頼

につながる。」と述べていることと関連が深い。 
また，子供同士の関係改善の効果もみられた。

このことは，ドイチュ（ ）が「集団内に共同

の目標に向かって協力して達成しようという状態

が生まれることで，集団を構成している成員間に

相互の依存関係が生まれる。」ことを述べている

ことと関連が深い。また，ザンダー も

「集団を構成している成員が同一の目標に向かっ

て行動するとき，多くの成員が仲間の行動を助け

ようとする。そのことが成員間の強調につなが

る。」と述べている。 
研究の結果から，自己肯定感や規範意識の低さ

から「荒れ」た状況が見られた在籍校の子供達の

教育課題を解決するには，次の二つの視点からの

取組が有効であることが分かった。

一つは，「教師全員が指導すべきことを揃える

活動」という視点である。荒れた状態からの脱却

という課題を共有し，課題解決に向けた指導方法

を共通理解し，統一した指導を行うことによって

規律ある生活の基盤を整えることができた。

二つ目は，「子供に任せる活動を中心にした学

級経営の充実」という視点である。学級生活の向

上に関する問題を自分たちで見つけ，問題解決の

ために話合い，友達と協力して実践する自発的・

自治的活動を中心にした学級経営が，一人一人の

自己肯定感や規範意識を高めたと考える。

今後は，集団の質を向上させるために学級内の

人間関係から生じる問題に気づき，解決のために

話合い，協力して実践する子供達を育成していき

たい。 
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成指標」の「Ⅰ基礎期」にあたる常勤講師を含み，

小学校での経験年数 10 年以下の教員のことであ

る。本研究では，「若年層教員の人材育成」を若年

教員と若年リーダーに分けて実践する。基礎期の

教員を対象に，「宗像区人材育成指標」を具現化し，

教員としての資質能力や自己成長能力を高める段

階の教員を若年層教員とし，その中で，これらを

総括して「若年層教員の人材育成」と設定した。 

(2)｢モデリングの４つの過程を取り入れた若年研 

修会」とは 

若年教員の人材育成として，自己課題をもち，

モデルを選択しながら，自ら主体的に学んでいく

自己成長のためのプロセスを，モデリングの過程

を取り入れて実践する。 

バンデュラ(1975)は，社会的学習理論として，

観察者がモデルの行動を模倣して新しい反応を獲

得することを「モデリング」と名付けており，モ

デリングには４つの過程「注意過程」「保持過程」

｢運動再生過程」「強化と動機づけの過程」がある

と述べている。この４つの過程を若年層教員が繰

り返して自己成長していくことを，本研究では「モ

デリングの４つの過程」として設定した。 

この「モデリング」を教員(志望者)対象にした

研究として，三島(2013) は，教職志望学生や経験

の浅い教員にとって，「『モデリング』を行うこと

を通して，(中略)授業観察力(問題指摘数)を向上さ

せることが示唆された。」1)と述べている。さらに，

教師としての成長には，代案を提示することは重

要な観点であり，そのためには「モデリングの後

にその内容を補強するようなコーチングの側面を

用いるのも一つの手」だと，モデリングとグルー

プでの学び合いを検討する必要性を挙げている。

そこで，「モデリング」とグループでの対話を若年

研修会に取り入れてマネジメントを行うことで，

若年層教員の実践的指導力と，学び続ける教師で

あるための自己成長能力の向上を図る。 

本研究における「若年研修会」とは，校内研修

に位置づけたけやき研修会をはじめ，授業参観や

実践，グループ会等，若年層教員が学ぶ機会全般

とする。 

つまり，「モデリングの４つの過程を取り入れた

若年研修会」とは，先輩教員の授業やこれまでの

キャリア形成の過程をモデリングすることで，若

年層教員がモデルやキャリアイメージを獲得し，

そのモデルを目指して教師としての資質・能力の

育成や自己成長能力を高められるようにすること

である。 

３ 研究の目的 

若年層教員の自己の課題把握，課題追究及び評

価・改善において「モデリングの４つの過程」を

意識した若年研修会のマネジメントを通して，若

年層教員の人材育成の取組の在り方を究明する。 

４ 研究の仮説 

モデリングの４つの過程を意識して，組織的・

日常的な学びを促す若年研修会のマネジメントを

行えば，若年層教員の実践的指導力や自己成長能

力の向上（早期化）が見られ (研究Ⅰ)，モデリン

グプロセスにおけるタイプ（若年リーダー）を分

析し，対応する支援的活動を行うことで効果的な

モデリングの実践を行うことができると考えた

(研究Ⅱ)。 

５ 仮説解明の具体的方策 

 研究の仮説に対応する具体的方策として，研究

Ⅰ・研究Ⅱのプロセスを下記のように設定した。 

研究Ⅰ 

(1)若年層教員の実態把握 

(2)リーダー会の企画運営 

(3)モデリングの４つの過程を促すマネジメント 

①多様なモデルの提示（注意過程） 

②「学びの計画表」とグループ会の運営 

（注意過程・保持過程・運動再生過程・強化と 

動機づけの過程） 

③運動再生過程を促すシートの導入 

研究Ⅱ 

(1)対象者の抽出と分析 

(2)個別のマネジメント 

①モデルの提示 

②コミュニケーションサポート 

表１ モデリングの４つの過程 
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６ 研究Ⅰ 

 対象となる若年層教員は，表１の通りである。 

 

若年 若年リーダー 

経験年数 担当学年 経験年数 担当学年 

１年目講師 ２年 ２年目(Ｘ教諭) ６年 

１年目講師 ２年 ３年目(Ｙ教諭) ５年 

３年目講師 １年 ７年目 ５年 

４年目講師 ４年 10 年目 ４年 

１年目 ３年   

(1)若年層教員の実態把握 

経験年数や組織役割等のちがいから，若年教員

と若年リーダーとに分けて分析を行った。 

若年層教員が自己の能力をどう捉えているのか

を調べるために，｢宗像区小学校教員のキャリアス

テージにおける人材育成指標(対象校が在する地

区で使用されている教員育成指標)｣の「Ⅰ基礎期」

｢Ⅱ深化期」をもとに作成した，「セルフチェック

シート」を使って調査を行った。 

図３は４月の結果である。これによると，「使命

感」が特に高い。また，「自己研鑽」が 3.1 ポイン

トとなっており，全体として教師として学ぶ意欲

や学んだことを生かそうとする姿勢があることが

分かった。しかし，授業や生徒指導に関しては，

若年は若年リーダーに比べて低かった。 

モデリングは，自らモデルを獲得しながら自己

成長していくため，若年層教員の積極的な行動 

(プロアクティブ行動)についても調査した。表２

は，尾形(2016)を教員版に文言を修正した「プロ

アクティブ行動アンケート」の調査結果である

(一部抜粋)。 

若年教員と若年リーダー共に，同僚から情報や

アドバイスを得ながら学んでいる項目が高い(項

目④⑨⑲)。「⑦新たなやり方を試す」「⑰やって

みよう」という実践意欲については若年リーダー

の値が高く，自分自身の「㉚指導技術が上がって

いる」の成長の実感ついては，若年リーダーの方

が低い結果となった(㉚)。 

これらのアンケートから，在籍校の若年層教員

は，同僚との関係も良く，自己の課題を把握して

学ぶ姿勢があるが，自分の成長を感じられずにい

ることが分かる。 

(2)リーダー会の企画運営 

ミドルリーダーや

若年教員のモデルと

なる意識を育成する

役割期待から，若年

層教員の中から若年

リーダー４名を指名

した。リーダー会

は，けやき研修会前に月１度行い，若年リーダー

と主幹教諭，研究者が参加した。けやき研修会の

具体的な内容や方法などの企画運営は，昨年度に

質問項目 若年 若年リーダー 

④新たに見つけた(聞いた・見た・調べた)アイデ
ア（技術）を積極的に試している 

3.50 3.50 

⑦従来の仕事のやり方にとらわれず，新たなやり
方を試している 

3.16 3.25 

⑨仕事を進めるうえで，同僚教員から積極的に情
報を得ている 

4.33 4.00 

⑰失敗しても構わないから，やってみようと思う 3.83 4.25 

⑲職場の同僚や先輩からアドバイスやフィード
バックをもらうことで学習している 

4.66 4.25 

㉚自分の指導技術は上がっていると思う 2.67 2.50 

資料１ リーダー会の様子 

（R２年７月実施 若年N＝６ 若年リーダーN＝４ ５件法） 

表２ プロアクティブ行動アンケート 

図２ 研究プロセス図 

図１ モデリングの４つの過程と若年研修会の関連図 

表１ 若年層教員の構成 

図３ セルフチェックシート結果 
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バンデュラ(1975)は，社会的学習理論として，

観察者がモデルの行動を模倣して新しい反応を獲

得することを「モデリング」と名付けており，モ

デリングには４つの過程「注意過程」「保持過程」

｢運動再生過程」「強化と動機づけの過程」がある
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り返して自己成長していくことを，本研究では「モ

デリングの４つの過程」として設定した。 
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の浅い教員にとって，「『モデリング』を行うこと

を通して，(中略)授業観察力(問題指摘数)を向上さ

せることが示唆された。」1)と述べている。さらに，

教師としての成長には，代案を提示することは重

要な観点であり，そのためには「モデリングの後

にその内容を補強するようなコーチングの側面を

用いるのも一つの手」だと，モデリングとグルー

プでの学び合いを検討する必要性を挙げている。

そこで，「モデリング」とグループでの対話を若年

研修会に取り入れてマネジメントを行うことで，

若年層教員の実践的指導力と，学び続ける教師で

あるための自己成長能力の向上を図る。 

本研究における「若年研修会」とは，校内研修

に位置づけたけやき研修会をはじめ，授業参観や

実践，グループ会等，若年層教員が学ぶ機会全般

とする。 

つまり，「モデリングの４つの過程を取り入れた

若年研修会」とは，先輩教員の授業やこれまでの

キャリア形成の過程をモデリングすることで，若

年層教員がモデルやキャリアイメージを獲得し，

そのモデルを目指して教師としての資質・能力の

育成や自己成長能力を高められるようにすること

である。 

３ 研究の目的 

若年層教員の自己の課題把握，課題追究及び評

価・改善において「モデリングの４つの過程」を

意識した若年研修会のマネジメントを通して，若

年層教員の人材育成の取組の在り方を究明する。 

４ 研究の仮説 

モデリングの４つの過程を意識して，組織的・

日常的な学びを促す若年研修会のマネジメントを

行えば，若年層教員の実践的指導力や自己成長能

力の向上（早期化）が見られ (研究Ⅰ)，モデリン

グプロセスにおけるタイプ（若年リーダー）を分

析し，対応する支援的活動を行うことで効果的な

モデリングの実践を行うことができると考えた

(研究Ⅱ)。 

５ 仮説解明の具体的方策 

 研究の仮説に対応する具体的方策として，研究

Ⅰ・研究Ⅱのプロセスを下記のように設定した。 

研究Ⅰ 

(1)若年層教員の実態把握 

(2)リーダー会の企画運営 

(3)モデリングの４つの過程を促すマネジメント 

①多様なモデルの提示（注意過程） 

②「学びの計画表」とグループ会の運営 

（注意過程・保持過程・運動再生過程・強化と 

動機づけの過程） 

③運動再生過程を促すシートの導入 

研究Ⅱ 

(1)対象者の抽出と分析 

(2)個別のマネジメント 

①モデルの提示 

②コミュニケーションサポート 

表１ モデリングの４つの過程 
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引き続き行った。今年度は，グループ会における

モデリングの過程の遂行を図るため，グループ会

の必要性やモデリングのプロセスについて資料を

提示しながら説明した(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)モデリングの４つの過程を促すマネジメント 

①多様なモデルの提示 

 モデリングの過程を導入するにあたって，まず

は注意過程のプロセスに着目した。先行研究にお

いては，「観察者は，複数のモデルの諸行動を統

合して比較的新しい反応を習得する」2）と，バン

デュラ(1975)は述べている。つまり，注意過程に

おいては，複数の教師や複数の指導場面を観察す

ることが必要である。 

そこで，実際の授業を参観する機会を増やすた

めに，45 分間授業を参観できるよう，研究者が代

わりに教室に入る券を若年層教員に配付した。そ

の際，教室訪問や初任者研修用の示範授業のスケ

ジュール表も作成して配付した。 

しかし，プロジェクトを進めていく中で，個別

に若年層教員から「教室を空けることが難しい」

｢他の先生に自分のクラスを任せるのが申し訳な

い」等の意見が聞かれた。そこで，校内外から授

業動画を集め，時間と場所を選ばず動画を視聴で

きるようにした。また，その内容とモデル教師名

をまとめた動画一覧を作成し，自己課題に合った

動画を選択できるようにした。これらの活動によ

り，若年教員に対し多様な授業や学級指導のモデ

ルと接する機会を増やすことができた。 

②「学びの計画表」の作成とグループ会の運営 

 注意過程と保持過程を繰り返すことで個人の学

びを積み重ね振り返るために，「学びの計画表」

をツールとして用いた。 

｢学びの計画表」の作成プロセスは，自己課題と

管理職から期待される課題を記入し，次に，その

課題を解決するために「学びたいこと」(参観の視

点)，そのために「誰を，いつ参観する」のか(計

画)を記入した。そして，参観して「学んだことや

知りたいこと」を記入し，今後の参観の視点決定

や実践へとつなげられるようにした。 

｢学びの計画表｣は個々に作成するが，自らが設

定した視点に固執しないように工夫した。多様な

観点でモデルを獲得させるために，グループ会で

協議を図り(資料２)，他者からの観点を与え，学

びを深め (保持過

程)，気づきを広げ

る(注意過程)こと

を取り入れた。グル

ープ会は課題が類

似した３～４名で

行い，各自が学んだ

ことを報告した。 

協議後のインタビューでは，他者の多様な視点

の認知(注意過程)，他者の授業実践についての情

報共有，他者の課題共有を通じた自らの課題の再

構成(保持過程)等の感想が出された(表４)。 

 グループ内で話し合われた課題を先輩教員から

学ぼうと，校内

外の先輩教員

に発表の仕方

や効果的な働

き方について

インタビュー

をするグルー

プ(資料３)，特

活部会の先輩

教員に学級活動

について講話を

依頼するグルー

プ(資料４)の活

動が見られた。

授業参観だけで

なく，授業に至るまでの考え方や働き方について

もモデリングし，教師としてのキャリアイメージ

のモデルを求めるようになってきたと考えられる。 

 若年層教員の自己課題解決を図るために，モデ

リングの４つの過程を取り入れながら若年研修

会・グループ会のマネジメントを行った。学びの

計画表の記述やグループ会の様子から，複数の授

業の参観(注意過程)，学習内容の言語化・課題の

・「授業づくり」というグループだったが，このグループ会で，

それぞれ違う視点をもって見ていることが分かった。1 年

目の先生からも学ぶことがあった。（保持過程） 

・自分が見に行けなかった先生の様子を聞けたのが良かっ

た。（幅広く学べた）（注意過程） 

・それぞれが学んだことを詳しく聞くことで，自分自身の知

識も増えた。（注意過程） 

表４ グループ会の感想 

図４ リーダーへの説明用資料 

資料２ グループ会の様子 
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再構成(保持過程)の活動が多く見られた。 

一方，学んだことを実践につなげるプロセス(運

動再生過程・強化と動機付けの過程)までは，若年

層教員の行動や研修会からは多くは見られなかっ

た。個人の課題の焦点化とグループ会の活動の日

常化が図れなかったためと考える。 

③運動再生過程を促すシートの導入 

運動再生過程を促すために，10 月に「学びの実

践シート」の提案と「授業力向上シート」を使っ

た他者評価を行った。 

｢学びの実践シート｣は，注意過程で得たことの

中から，実践することと，それを見てもらう人や

日時を決定し，実践後に「やってみて気づいたこ

と，改善点」等を記入し，次の実践へつなげてい

けるように「学びの計画表」を改善したものであ

る。これをリーダー会の中で提案し，他の若年層

教員にも説明を行った。 

 ｢授業力向上シート｣は，校内の主題研究におい

て使用しているもので，授業者が自分の課題や見

てほしい観点を記入し，参観者がその観点で４段

階で評価するものである。参観後は，授業者の良

かった点や改善点を記入し，授業者に返すことで

次の授業に生かすことができる。この「授業力向

上シート」を使い，２か月ほどの間に，一人３～
４回程度の授業実践を行った。 

 若年リーダーの A 教諭は，実践を繰り返すこと

で，「気づいたこと・改善点」についての記述量

が増え，次への課題を焦点化させた(表５)。 

 各自の実践が進んだ後のグループ会では，自分

の取組や先輩教員から学んだことを勧める発言が

増え，そこから，若年教員の意識の変容と実践に

つながっていることが分かる(表６)。注意過程か

ら運動再生過程までできたことが，強化・動機づ

けの発言(④～⑦)につながったと考えられる。ま

た，自分たちの悩みを相談・共有できる場になっ

ていることがうかがえる(①～③，⑧)。自分たち

で教え合い，自分の課題を焦点化しながら実践に

つなげようとする，主体的な学びが見られるよう

になった。 

(5)結果と考察 

モデリングの４つの過程を取り入れたマネジメ

ントの効果について，若年層教員の指導力に関す

るセルフチェックシートを調査した(表７)。 

比較すると「自己研鑽」は若年リーダーが高く，

｢生徒指導」や授業に関する項目では若年が向上し

た。役割や経験年数によって効果の違いがあると

みられる。若年と若年リーダーの平均だけでなく，

個人の変容に着目したところ，変容の仕方，効果

で個人差が見られた。全員に同様のモデリングを

促しても，モデルの獲得や４つの過程を繰り返す

速さなどは，個人によって異なると考えられる。 

B リーダー 主題研以外に 11 月にしたいことはありますか？ 
C 教諭 悩みはあるんですけど。 
B リーダー ①悩みがあって，不安になるときはどうします

か？ 
C 教諭 まあ，いいやってなります。 
B リーダー そういう時も必要ですよね。自分たちが答えられ

なくても，②自分が知っている先生が答えてくれ
る場合もあるから。言ってもらったら，私が S 先
生に聞いてくるね，とかありだと思うし。 

D 教諭 低学年の規律も 
B リーダー ③規律でいうと，Ｏ先生とかに聞いたら？ 
D 教諭 20 年の経験があってこその，感覚があるから。自

分は（担任が）初めてで。(中略)こっちを抑えて
いたら，あっちで何かおこるし。 

B リーダー ④いい方に目を向けるっていうのはどうです
か？悪い子に目がいきがちで，よく手のかかる子
（の席）を前にしがちじゃないですか。私はそれ
を今年はやめたんですよね。 

B リーダー ⑤去年いらっしゃったＯ先生とかは，褒めたら
(中略)数えてたらしくて。意外と褒めてるって思
えるか，めっちゃ怒っている時は数が増えないと
かで，それいいって思って。 

C 教諭 ⑥私もしました。褒めるようにしました。そした
ら笑うようになりました。 

D 教諭 笑ってましたね。教室の横を通る時 

C 教諭 いい人に目を向けるようにしました。⑦そしたら，
自分も幸せでした。 

B リーダー あまりきちっとしようとすると，子どもも爆発します。
だから，ある程度で，でもやるべきところはちゃんとや
らないといけない。⑧また，いろんな解決方法考えてお
きますね。他の先生からも聞いて。 

 項目 
若年 若年リーダー 

4 月 9 月 4 月 9 月 

使命感 3.60 3.50▼ 3.25 3.50△ 

自己研鑽 3.16 3.00▼ 3.12 3.37△ 

生徒指導 2.43 2.79△ 2.91 2.83▼ 

授業構想・展開力 2.28 2.33△ 2.75 2.50▼ 

授業改善 2.25 2.33△ 2.75 2.50▼ 

表７ セルフチェックシートの変容 

（R２年４月，９月実施 若年Ｎ＝６ リーダーＮ＝４ ４件法） 

実践すること 気づいたこと 
改善点 

2 回目 

３回目 

表５ A 教諭の「学びの実践シート」(一部抜粋) 

表６ グループ会の発言内容 
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モデリングの過程の遂行を図るため，グループ会

の必要性やモデリングのプロセスについて資料を

提示しながら説明した(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)モデリングの４つの過程を促すマネジメント 

①多様なモデルの提示 

 モデリングの過程を導入するにあたって，まず

は注意過程のプロセスに着目した。先行研究にお

いては，「観察者は，複数のモデルの諸行動を統

合して比較的新しい反応を習得する」2）と，バン

デュラ(1975)は述べている。つまり，注意過程に

おいては，複数の教師や複数の指導場面を観察す

ることが必要である。 

そこで，実際の授業を参観する機会を増やすた

めに，45 分間授業を参観できるよう，研究者が代

わりに教室に入る券を若年層教員に配付した。そ

の際，教室訪問や初任者研修用の示範授業のスケ

ジュール表も作成して配付した。 

しかし，プロジェクトを進めていく中で，個別

に若年層教員から「教室を空けることが難しい」

｢他の先生に自分のクラスを任せるのが申し訳な

い」等の意見が聞かれた。そこで，校内外から授

業動画を集め，時間と場所を選ばず動画を視聴で

きるようにした。また，その内容とモデル教師名

をまとめた動画一覧を作成し，自己課題に合った

動画を選択できるようにした。これらの活動によ

り，若年教員に対し多様な授業や学級指導のモデ

ルと接する機会を増やすことができた。 

②「学びの計画表」の作成とグループ会の運営 

 注意過程と保持過程を繰り返すことで個人の学

びを積み重ね振り返るために，「学びの計画表」

をツールとして用いた。 

｢学びの計画表」の作成プロセスは，自己課題と

管理職から期待される課題を記入し，次に，その

課題を解決するために「学びたいこと」(参観の視

点)，そのために「誰を，いつ参観する」のか(計

画)を記入した。そして，参観して「学んだことや

知りたいこと」を記入し，今後の参観の視点決定

や実践へとつなげられるようにした。 

｢学びの計画表｣は個々に作成するが，自らが設

定した視点に固執しないように工夫した。多様な

観点でモデルを獲得させるために，グループ会で

協議を図り(資料２)，他者からの観点を与え，学

びを深め (保持過

程)，気づきを広げ

る(注意過程)こと

を取り入れた。グル

ープ会は課題が類

似した３～４名で

行い，各自が学んだ

ことを報告した。 

協議後のインタビューでは，他者の多様な視点

の認知(注意過程)，他者の授業実践についての情

報共有，他者の課題共有を通じた自らの課題の再

構成(保持過程)等の感想が出された(表４)。 

 グループ内で話し合われた課題を先輩教員から

学ぼうと，校内

外の先輩教員

に発表の仕方

や効果的な働

き方について

インタビュー

をするグルー

プ(資料３)，特

活部会の先輩

教員に学級活動

について講話を

依頼するグルー

プ(資料４)の活

動が見られた。

授業参観だけで

なく，授業に至るまでの考え方や働き方について

もモデリングし，教師としてのキャリアイメージ

のモデルを求めるようになってきたと考えられる。 

 若年層教員の自己課題解決を図るために，モデ

リングの４つの過程を取り入れながら若年研修

会・グループ会のマネジメントを行った。学びの

計画表の記述やグループ会の様子から，複数の授

業の参観(注意過程)，学習内容の言語化・課題の

・「授業づくり」というグループだったが，このグループ会で，

それぞれ違う視点をもって見ていることが分かった。1 年

目の先生からも学ぶことがあった。（保持過程） 

・自分が見に行けなかった先生の様子を聞けたのが良かっ

た。（幅広く学べた）（注意過程） 

・それぞれが学んだことを詳しく聞くことで，自分自身の知

識も増えた。（注意過程） 

表４ グループ会の感想 

図４ リーダーへの説明用資料 

資料２ グループ会の様子 
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７ 研究Ⅱ 

 研究Ⅰで若年リーダーの中でも，個別の差があ

ることが分かった。そこで，研究Ⅱでは，セルフ

チェックシートアンケート，行動分析，個別イン

タビューをもとに，モデリングの差異を明らかに

したい。 

(1)対象者の抽出と分析 

 対象者は，下記の通りである。 

 

 

まず，若年リーダー２名についてセルフチェッ

クシートの結果を比較した。X 教諭は「自己研鑽」

や「授業改善」において向上が見られたが，Y 教

諭は「授業改善」の項目では下がり，全体的に低

いままである。 

行動として，注意過程

における授業参観回数

を比較すると，参観人数

は等しいが，回数等に差

が見られた（表９)。 

次に，それぞれに個別インタビューを行った。

X 教諭は，これまで見て，出会ってきた(モデリン

グを通した)多くの教員から，それぞれの良さを見

つけ，自分の実践経験の中でそれらを整理しなが

ら，自身のキャリアイメージにつなげていること

が分かる(表 10)。Y 教諭は，モデリングによって

学び，授業力を身につけてきた自己分析はできて

いる(A１，４)。しかし，自分から積極的にモデル

を獲得することや，モデルを自分の教師像につな

げることまではできていない(表 11 A２，３)。 

さらに，これからミドルリーダーとなっていく

意識についても聞き取りを行った。 

 X 教諭は，「自分は一緒に学ぼうと背中を押し

ていくタイプ。」と，現在の若年リーダーとして

の役割意識をもっている。また、「自分の専門性

を生かして，主任として提案などができればいい。」

と，これから先の校務分掌内のミドルリーダーに

なる意識もあり，モデリングによってミドルリー

ダー像を描くことができている。 

一方 Y 教諭は，若年教員や先輩教員への依頼や

勧誘など，自分から積極的なコミュニケーション

をとることを苦手としている。ミドルリーダーの

役割も「そんなに先は見えていない。自覚がない。

荷が重い。」と答え，数年先の自分の立場や役割

を意識するまでには至っていないと考えられる。 

 これらの分析から，X 教諭は，自分でモデルを

獲得し，自分のキャリアを描きながら積極的にモ

デリングを繰り返し自己成長していくことができ

るタイプ(積極型)であり，Y 教諭はモデリング能

力はあるが，積極的にモデルを求めることや自分

がモデルとなることに抵抗を感じ，成長スピード

が遅いタイプ(躊躇型)であることが分かってきた。 

(2)個別のマネジメント(躊躇型の若年リーダーに

対して) 

 X教諭 Y教諭 

参観人数 ６人 ６人 

参観回数 15 回 ７回 

動画視聴 ３回 ０回 

Ｑ１．学びたいことって何になってきた？ 
Ａ１. 大きく２つあるんですけど，まず一つは，学級づくり

の面で（これまでの経験から）子ども達の中に入り込む形

で全体を見るような学級経営を目指したいなと思ってい

ます。もう一つは，授業のことなんですけど， (中略)最終

的にはねらいにもってくる，自分が目指しているねらいの

姿にもっていけるように，授業の中で調整していくってい

う高度な技を一生懸命しようとしています。(中略)それく

らい余裕をもってやりたいなという理想はあります。 
Q２. その理想は自分の中でつくってきたものか，誰かをモ

デルとしているのか？ 
A２.  どちらかというと，理想になっているのは見てきた，

アドバイスしてくださった先生のイメージが強いと思い

ます。(中略)1 年目たくさんの先生に見せていただいたの

で，その先生方から学んだことが大きかったかなって思い

ます。 

表 10 X教諭へのインタビューの概要 

Q１. 自分でやってみて学ぶのか，人に見せてもらったり見

てもらったりしながら学ぶのか，どちらのタイプ？ 
A１. 見て，いいなと思ったのはけっこうすぐにやってみ

ます。言われた(教えられた)方が納得はするので。 
Q２. モデリングで見て，実践して，改善しての繰り返しは

できている？ 
A２. グループを巻き込めてできていない。自分は同学年見

に行ったりそれを取り入れたりはできているけど，他の

人のまではできていない。 
Q３. 自分自身はモデリングはできている？ 
A３. 最近は減った。主題研の時などは見に行く機会も多か

った。今は，自分の授業でいっぱい。 
Q４. 特別な時以外は，教室を見に行くのは？ 
A４. 同学年までだったらちらっと見に行っています。 
  授業の内容とか，先に進んでいたら，後で「ここどうや

って進めたんですか。」って（聞いている）。 

表 11 Y教諭へのインタビューの概要 

表９ 授業参観等の回数 

X教諭(若年リーダー)：２年目 ６年担当 25歳 女性 
Y教諭(若年リーダー)：３年目 ５年担当 25歳 女性 

図５ X教諭と Y教諭のセルフチェックシート結果 
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若年リーダーとして積極的アプローチができず，

周辺でモデルを選定してしまう Y教諭には，校内

に限定しないモデルの提示と，他者へのアプロー

チのサポートが必要だと考えた。タイプに合った

サポートを行えば，モデリングの効果を高め，自

己成長につながると考え，Y 教諭に次のマネジメ

ントを行った。 

①モデルの提示 

 自分に必要なモデルの獲得やモデル像を自己決

定するのが苦手な Y 教諭に対し，自己課題に合っ

たモデルを提示すれば，モデルから自己成長につ

ながるものを獲得することができると考えた。 

以前の聞き取りで一人だけ憧れている教師とし

て，E 教諭の名前を挙げていた。Y 教諭が算数の授

業を実践するタイミングであること，E 教諭は算

数を専門的に学んでいたこともあり，他校に異動

した E 教諭に連絡をとり，Y 教諭の授業参観と指

導助言を依頼した。 

日程は，研究者が E 教諭と Y 教諭の間に入り，

調整を行ったが，それ以降の授業内容などについ

ては，直接連絡をとるように伝えた。Y 教諭は，

事前に授業で見てほしい所を「授業力向上シート」

に記入して E 教諭に渡しており，意欲的に授業に

臨んでいる様子がうかがえた(資料５)。 

 授業参観後は，Y 教諭のクラスに研究者が入り，

E 教諭から直接，評価や指導助言をもらう時間を

確保した。 

 表 12 の Y 教諭の感想からは，授業実践を通し

て，課題や見通しをもてた充実感がうかがえる。 

②コミュニケーションサポート 

 相手の時間や仕事負担を配慮し, 依頼やサーク

ルへの勧誘等を苦手としているため，声掛けのサ

ポートや考え方のコーチングを行った。 

 グループ会の中で出たメンバーの課題から，算

数の授業の参観を依頼することになったが，一月

程できずにいた。一人ではなく，研究者が一緒に

先輩教諭のところに行き，声をかけた。それを機

に，先輩教員が Y 教諭に希望の日時を伝え，二人

で話して参観する日を決めることができた。 

 また，宗像地区の若年サークルの校内担当を依

頼されたが 」だ手苦もてとが誘勧のへルクーサ「，

と言っていたため，コーチングを行った。Y 教諭

が誘われる側ならばどうか，勧誘することは悪い

ことではないことや，サークルに行く良さを伝え

ればよいことなどを対話の中で気づかせるように

した。後日，Y 教諭が校内の若年教員に声をかけ

ている姿を見かけ，話を聞いた(表 13)。 

 Y 教諭は，参加の意を示してもらえたことに安

心していた。時間外サークルの良さを伝えて声を

かけたことも分かった。 

(3)考察 

 モデルの提示や他者へのアプローチのサポート

を行うことで，それがきっかけとなり，躊躇型の

Y 教諭自身でも行動することができるようになっ

てきた。自分自身で何に躊躇するのかを分析する

視点を与えると良いと考える。また，良かった経

験を継続的に積み重ねる必要があると考えた。 

８ 全体考察 

 (1)若年層教員全体の変容 

 

表 14 のプロアクティブ行動アンケートの変容

を見ると，若年の新たなことへの挑戦項目(⑦)を

はじめ，若年も若年リーダーも低い数値ではない

ものの，ほとんどの項目でポイントが下がってい

る。しかし，「㉚自分の指導力は上がった」は，

どちらも向上している。 

表 15(次頁)は，９月と 12 月のセルフチェック

シートの結果(一部抜粋)である。若年リーダーの

 
若年 若年リーダー  

7 月 11月 7 月 11 月 
④積極的試行 3.50 3.40 3.50 3.25▼ 
⑦新たな試行 3.17 2.80▼ 3.25 3.00▼ 
⑨情報収集 4.33 4.20 4.00 3.50▼ 
⑰挑戦意欲 3.83 3.80 4.25 3.75▼ 
⑲同僚からの学習 4.67 4.40▼ 4.25 3.75▼ 
㉚自己成長感 2.67 3.00△ 2.50 3.00△ 

資料５ 授業実践する Y教諭と参観する E教諭 

表 12 授業後の Y教諭の感想 

 とても良かった。こうすればよかったんだというの
も分かったし，聞きたいことも聞けたし，たくさんの資
料もいただけた。すごく勉強になった。今度の授業（参
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表 13 サークル勧誘後の Y 教諭の話 

研：サークルの声掛けできていたね。 
Ｙ：はい。来てくれるそうです。 
研：何て声かけしたの？ 
Ｙ：とりあえず，1 回来てみてって言いました。どん
なのか分からないって言われたんで。この後，○○
先生も誘ってみます。さっきの先生が巻き込んでく
れるそうです。 

表 14 プロアクティブ行動アンケートの変容 
（若年 N＝５ 若年リーダーN＝４ ５件法） 

７ 研究Ⅱ 

 研究Ⅰで若年リーダーの中でも，個別の差があ

ることが分かった。そこで，研究Ⅱでは，セルフ

チェックシートアンケート，行動分析，個別イン

タビューをもとに，モデリングの差異を明らかに

したい。 

(1)対象者の抽出と分析 
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まず，若年リーダー２名についてセルフチェッ

クシートの結果を比較した。X 教諭は「自己研鑽」

や「授業改善」において向上が見られたが，Y 教

諭は「授業改善」の項目では下がり，全体的に低

いままである。 

行動として，注意過程

における授業参観回数

を比較すると，参観人数

は等しいが，回数等に差

が見られた（表９)。 

次に，それぞれに個別インタビューを行った。

X 教諭は，これまで見て，出会ってきた(モデリン

グを通した)多くの教員から，それぞれの良さを見

つけ，自分の実践経験の中でそれらを整理しなが

ら，自身のキャリアイメージにつなげていること

が分かる(表 10)。Y 教諭は，モデリングによって

学び，授業力を身につけてきた自己分析はできて

いる(A１，４)。しかし，自分から積極的にモデル

を獲得することや，モデルを自分の教師像につな

げることまではできていない(表 11 A２，３)。 

さらに，これからミドルリーダーとなっていく

意識についても聞き取りを行った。 

 X 教諭は，「自分は一緒に学ぼうと背中を押し

ていくタイプ。」と，現在の若年リーダーとして

の役割意識をもっている。また、「自分の専門性

を生かして，主任として提案などができればいい。」

と，これから先の校務分掌内のミドルリーダーに

なる意識もあり，モデリングによってミドルリー

ダー像を描くことができている。 

一方 Y 教諭は，若年教員や先輩教員への依頼や

勧誘など，自分から積極的なコミュニケーション

をとることを苦手としている。ミドルリーダーの

役割も「そんなに先は見えていない。自覚がない。

荷が重い。」と答え，数年先の自分の立場や役割

を意識するまでには至っていないと考えられる。 

 これらの分析から，X 教諭は，自分でモデルを

獲得し，自分のキャリアを描きながら積極的にモ

デリングを繰り返し自己成長していくことができ

るタイプ(積極型)であり，Y 教諭はモデリング能

力はあるが，積極的にモデルを求めることや自分

がモデルとなることに抵抗を感じ，成長スピード

が遅いタイプ(躊躇型)であることが分かってきた。 

(2)個別のマネジメント(躊躇型の若年リーダーに

対して) 

 X教諭 Y教諭 

参観人数 ６人 ６人 

参観回数 15 回 ７回 

動画視聴 ３回 ０回 

Ｑ１．学びたいことって何になってきた？ 
Ａ１. 大きく２つあるんですけど，まず一つは，学級づくり

の面で（これまでの経験から）子ども達の中に入り込む形

で全体を見るような学級経営を目指したいなと思ってい

ます。もう一つは，授業のことなんですけど， (中略)最終

的にはねらいにもってくる，自分が目指しているねらいの

姿にもっていけるように，授業の中で調整していくってい

う高度な技を一生懸命しようとしています。(中略)それく

らい余裕をもってやりたいなという理想はあります。 
Q２. その理想は自分の中でつくってきたものか，誰かをモ

デルとしているのか？ 
A２.  どちらかというと，理想になっているのは見てきた，

アドバイスしてくださった先生のイメージが強いと思い

ます。(中略)1 年目たくさんの先生に見せていただいたの

で，その先生方から学んだことが大きかったかなって思い

ます。 

表 10 X教諭へのインタビューの概要 

Q１. 自分でやってみて学ぶのか，人に見せてもらったり見

てもらったりしながら学ぶのか，どちらのタイプ？ 
A１. 見て，いいなと思ったのはけっこうすぐにやってみ

ます。言われた(教えられた)方が納得はするので。 
Q２. モデリングで見て，実践して，改善しての繰り返しは

できている？ 
A２. グループを巻き込めてできていない。自分は同学年見

に行ったりそれを取り入れたりはできているけど，他の

人のまではできていない。 
Q３. 自分自身はモデリングはできている？ 
A３. 最近は減った。主題研の時などは見に行く機会も多か

った。今は，自分の授業でいっぱい。 
Q４. 特別な時以外は，教室を見に行くのは？ 
A４. 同学年までだったらちらっと見に行っています。 
  授業の内容とか，先に進んでいたら，後で「ここどうや

って進めたんですか。」って（聞いている）。 

表 11 Y教諭へのインタビューの概要 

表９ 授業参観等の回数 

X教諭(若年リーダー)：２年目 ６年担当 25歳 女性 
Y教諭(若年リーダー)：３年目 ５年担当 25歳 女性 

図５ X教諭と Y教諭のセルフチェックシート結果 
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｢使命感」「自己研鑽」は下がったが，若年も若年

リーダーも授業力に関する項目で向上が見られた。 

２つのアンケート結果から，モデリングの４つ

の過程を経ることで，モデル獲得から授業実践ま

でを積み重ねることができたこと，その実践経験

が若年層教員の授業力向上や自己成長感の向上に

有効だったと考えられる。また，若年の方がより

モデリングの効果が高いと推測される。 

(2)抽出教諭の変容 

躊躇型の若年リーダーY 教諭に対し，個別のマ

ネジメントを行った効果を見るため，セルフチェ

ックシートとプロアクティブ行動アンケートを個

人変容で見ることとする。 

７月と 11 月に行ったプロアクティブ行動アン

ケートの結果では，ほとんどの項目で変容が見ら

れなかったが，指導技術の向上の項目で自己評価

が上がっていた(表 16)。Y 教諭にとって E 教諭と

いうモデルに評価・改善をもらえたことで，自信

や意欲につながったと考える。 

 質問項目 ７月 １１月 

④新たに見つけた(聞いた・見た・調べた)アイデア（技
術）を積極的に試している 

４ ４ 

⑦従来の仕事のやり方にとらわれず，新たなやり方を
試している 

３ ３ 

⑨仕事を進めるうえで，同僚教員から積極的に情報を
得ている 

４ ４ 

⑰失敗しても構わないから，やってみようと思う ４ ４ 

⑲職場の同僚や先輩からアドバイスやフィードバッ
クをもらうことで学習している 

４ ４ 

㉚自分の指導技術は上がっていると思う ３ ４ 

これは，Y 教諭がモデルとする校外の教員を評

価者やアドバイザーとして招致したことが有効で

あったと考える。   

また,セルフチェックシートの変容を見ると，９

月に下がっていた「生徒指導」「授業構想」「授

業改善」の項目は，12 月になると向上した(図６)。

躊躇型の Y教諭に対し，モデルからの指導助言の

場を設定するつなぎ役をしたことで，指導技術の

獲得や他者評価を得ることができ，自己成長感に

つながったと考えられる。 

９ 成果と課題 

○モデリングの 4 つの過程を取り入れながら，個

人課題を追究する若年研修会のマネジメントを行

うことで，授業実践力を向上させることができた。 

○モデリングによる成長スピードは，モデル獲得

能力に個人差を表出させることが明らかになった。 

○個人差に対応する支援的活動を実践することで，

若年リーダーの自己成長を支援することができた。 

●個人差に応じたモデリングの在り方，組織的な

対応については実践事例が少ないため，事例対象

を広げて，精緻な研究を積み重ねる必要がある。 
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若年 若年リーダー 

  ９月 12 月 ９月 12 月 
使命感 3.50 4.00△ 3.50 3.00▼ 

自己研鑽 3.00 3.20△ 3.38 3.00▼ 

生徒指導 2.79 3.00△ 2.83 2.92△ 

授業構想 2.33 2.45△ 2.50 2.81△ 

授業改善 2.33 2.50△ 2.50 2.87△ 

表 16 Y 教諭のプロアクティブ行動アンケートの変容 
(５件法) 

表 15 セルフチェックシートの変容 
 (若年 N＝５ 若年 N＝４ ４件法) 

図６ Y 教諭のセルフチェックシートの変容(４件法) 
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